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１ 事業概要 

（１）実施目的 

令和７年度に開始となる「佐倉市こども計画」の策定にあたり、こどもの意見を反映

させるため、公募で市内在住・在学の高校生を対象としてワークショップを開催しまし

た。 

 

（２）概要 

ワークショップは、次の日程で開催しました。 

日程：令和６年８月 24日（金）14：00～16：15 

会場：佐倉市役所 

 

（３）参加者内訳 

参加者は、20名となりました。内訳は次のとおりです。 

 

学年 高校１年生 高校２年生 高校３年生 

参加人数 11名 ５名 ４名 

合計 20名 

※４グループに分かれて意見交換を行いました。 

 

２ 当日の流れ 

（１）ディスカッション目的、主旨説明、スケジュール 

ワークショップの趣旨・目的、「こども計画」の概要、スケジュール等について説明

しました。 

【スケジュール】 

冒頭説明（10分） 

自己紹介・アイスブレイク（10分） 

テーマ①の説明（10分） 

テーマ①ディスカッション（30分) 発表（15分） 

休憩（10分） 

テーマ②の説明（10分） 

テーマ②ディスカッション（20分) 発表（15分） 

終わりの挨拶（５分） 
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（２）ワークショップのルール、自己紹介、アイスブレイク 

話し合いのルールとして次の事項を説明しました。また、グループごとに自己紹介（氏

名・通っている学校名・学年・部活動）・アイスブレイクを行いました。 

 

【４つのルール】 

１.自由奔放（奔放な発想を歓迎し、どんな意見でもかまわない） 

２.批判厳禁（どんな意見が出てきても、それを批判してはいけない） 

３.量を求む（数で勝負。量の中から質の良いものが生まれる） 

４.便乗発展（アイデアを結合し、改善して、さらに発展させる） 

 

（３）ディスカッション 

テーマ①－１『自分が親になったらどんな子育てがしたい』 

テーマ①－２『これまで育ってきた中で、良かったこと、こうしたら良いと思うこと』 

テーマ①共通『子育てをするならどんなまちがいいか、こどもにとってどんなまちが

いいのか』 

テーマ②『理想の子育て・子育ちができるまちのスローガンを考えよう』 

について、ディスカッションをしました。なお、テーマ①については、グループごと

に２つのテーマから選び、ディスカッションを行いました。参加者がそれぞれ意見を付

箋に書き、それを模造紙に貼付けながら整理していきました。 

その後、ファシリテーターの助言の下、グループで出されたいろいろな意見を参考に

参加者各自が意見をまとめ、発表しました。 

 

  

発表の様子 
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３ 意見 

（１）概要 

①将来、「自分が親になったらどんな子育てがしたいか」については、下記の表のとお

り挙げられた意見をもとに、以下のようなまちが良いとの意見が出ました。 

 

「こどもがやりたいことができるまち」 

「様々な経験・交流があるまち」 など 

 

●自分が親になったらどんな子育てがしたいか 

 

 

以上の意見から、子育てにおいて、こどもの意見の尊重、体験・経験の充実、教育を

重要視していることが伺えます。 

 

 

②「これまで育ってきた中で良かったこと、こうしたら良いと思うこと」については、

次のページの表のとおり挙げられた意見をもとに、以下のようなまちが良いとの意見が

出ました。 

 

「様々な経験や人との交流ができるまち」 

「安心して暮らせるまち」 

「遊び・学びが充実した環境が整っているまち」 など 

 

内容

・やりたいことをやらせたい

・多様な経験、海外旅行

・こどもが望む習い事をさせたい

・様々な文化に触れてほしい

・こどもの意見を尊重し、否定しない

・他人を思いやる心を育てたい

・感情豊かに育てたい

・自由に育ってほしい

・一番の味方になってあげたい

教育面

・小学校でつまずかないように、早期に漢字や計算を学ば
せたい
・英語教育に力を入れたい
・こどもに勉強を教えたい

体験・経験

こどもとの
関わり
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●これまで育ってきた中で良かったこと、こうしたら良いと思うこと 

 

 

体験・経験、家族・地域との関わり、教育面については、「自分が親になったらどん

な子育てがしたいか」でも挙げられた項目と共通しており、子育ちの視点においても、

重要視していることが伺えます。 

また、子育ちの視点では、遊び場・居場所、交通・安全面の視点からも意見が出まし

た。 

 

 

③理想の子育て・子育ちができるまちのスローガンについては、以下のような意見が出

ました。 

「のびのびできるまち ～笑顔咲く佐倉～」 

「こどもを尊重した自由でのびのびとした教育をしよう  

～将来に活きる経験と教育～」 

「こどもが安心してのびのび暮らせるまち ～喜びと笑顔があふれる佐倉～」 

「～共に歩み続ける～ 希望が咲き誇るまち佐倉」 

 

以上のことから、こどもが自由にのびのびと成長できる環境を重要視していることが

伺えます。 

また、地域交流を大切にすることを盛り込んだ意見もありました。 

良かったこと こうしたら良いと思うこと

・いろいろな体験をさせてもらった

・たくさんの場所に連れて行ってくれた

・自然に触れる機会が多かった

・習い事に通わせてくれた

・塾に通わせてくれた

・不自由なく勉強をさせてくれた

・家族で１日中遊べる場所がほしい

・友達と遊べる施設が多い ・公園でボール遊びができると良い

・中高生が遊べそうな場所がほしい

交通面 ・公共交通機関が充実している ・電車の本数の増加、改札の増設

・狭い道などの整備

・自転車のマナー向上

・街灯の増設

安全面

体験・経験

家族・地域
との関わり

・家族との会話が多く、意見を尊重して
くれた
・やりたいことをサポートしてくれた
・夏休みのラジオ体操、ボランティアの
見守りが良い経験だった

・家事を手伝おうとして失敗して怒ら
れ、家事が苦手になったので、手伝った
ことをほめてほしかった

教育面

遊び場・
居場所
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（２）主な具体的な意見 

【子育て】 

・様々な交流があるまち 

・将来が見えるまち 

・やりたいことができるまち 

・経験と交流ができるまち 

・自他ともに優しいまち 

・主体的に行動できるまち 

・安心できるまち 

・勉強環境の整ったまち 

 

【子育ち】 

・自然なまち 

・人との交流が多いまち 

・遊べる環境が整うまち 

・家族が仲いいまち 

・交通マナーを守るまち 

・こどもの活動が活発なまち 

・人との縁を大切にするまち 

・こどものやりたいことができるまち 

・場所によって危険なまち （左記のようにならないようなまちがよい、との意味） 

・安心して暮らせるまち 

・教育の場が充実しているまち 

・充実したこども時代を過ごせるまち 

・たくさんの経験ができるまち 
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４ 資料 

（１）スライド 
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（２）ウェルカムボード 

 参加してくださった高校生の皆さんに、歓迎と感謝の意を込めて、当日、会場入口に設置

しました。 


